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III. 事業所アンケート調査 
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1. 事業者意識調査 

(1) 調査の概要 

ア 調査の目的 

「ごみゼロ社会実現プラン」の策定に当たって、将来あるべき「ごみゼロ社会」の姿や実現に向けた具体

的な施策を検討する際の基礎資料とするため、事業者の取り組みや考え方について調査した。 

イ 調査対象 

業種等を考慮して県内に所在する 2,550 件の事業所を無作為抽出し調査対象とした。 

ウ 調査方法 

郵送によって調査票を発送、回収した。回収期限直後にはがきによる督促を行った。 

エ 調査期間 

平成 16 年 11 月 12 日に調査票を発送し、11 月 30 日を投函期限として回収した。 
投函期限直後に督促を行い、12 月 27 日到着分までを有効回答に含めた。 

オ 回収状況 

回収状況は次のとおりである。 
● 有効発送数： 2,444 件 （発送数：2,550 件－宛先不明等による返却数：106 件） 
● 有効回収数： 1,039 件 
● 有効回収率： 42.5％ 
 
業種ごとに見た調査票の回収状況は次のとおりである。 

業種 発送数 回収数 単純回収率
農林漁業 80 46 57.5%
建設業 200 79 39.5%
製造業 600 259 43.2%
電気・ガス・熱供給・水道業 80 30 37.5%
運輸・情報通信業 150 53 35.3%
卸売・小売業，飲食店 600 123 20.5%
金融・保険・不動産業 160 67 41.9%
サービス業 600 264 44.0%
その他 80 54 -
無回答 - 64 -
合計 2,550 1,039 40.7%  
※ 「単純回収率」は、業種別に見た発送数に対する回収数の割合 

※ 「サービス業」は、宿泊業、医療、福祉、教育、学習支援業を含む。 

※ 「その他」は、公務を含む。「発送数」は、公務のみ 
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問 2 （問 1 で「1 かなり取り組んでいる」「2 ある程度取り組んでいる」と答えた方のみ）ごみ減

量化に取り組む理由は何ですか。（○は３つまで） 

 「社会的責任のため」とする回答が約 72％と最も多く、「経費節減のため」の約 60％を上回る。 

 「社会的責任のため」という意識は、製造業、運輸・情報通信業、電気・ガス・熱供給・水道業で強

い。 

 規模別では、従業員数が多くなるほど「社会的責任のため」とする回答が多くなる。従業員数が１0
人未満の事業所では、「経費節減のため」が「社会的責任のため」を少しではあるが上回っている。 

図表 III-4 ごみ減量化に取り組む理由（複数回答） 

選択肢 件数 割合(%)
1 経費削減のため 460 59.6
2 イメージアップのため 68 8.8
3 社会的責任のため 558 72.3
4 法令順守のため 101 13.1
5 業界の取り組みのため 88 11.4
6 競合他社の取り組みのため 4 0.5
7 保管場所の制約のため 138 17.9
8 その他 48 6.2

無回答 18 2.3  
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問 10 （問 6 で「4 地域のごみ集積所に出している」と答えた方のみ） 
収集運搬業者にごみ処理を委託せず、地域のごみ集積所に出すのはなぜですか。（○は２つまで） 

 「ごみが少ないため」が約 74％、「市町村が収集してくれるため」が約 36％と高い。 

図表 III-22 ごみ集積所に排出する理由（複数回答） 

選択肢 件数 割合(%)
1 ごみが少ないため 189 74.1
2 量が少なく業者が収集してくれないため 17 6.7
3 委託は経費負担が大きいため 11 4.3
4 家庭系・事業系の区分に手間がかかるため 5 2.0
5 市町村が収集してくれるため 92 36.1
6 その他 16 6.3

無回答 12 4.7  

74.1

6.7

4.3

2.0

36.1

6.3

4.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

ごみが少ないため

量が少なく業者が収集してくれないため

委託は経費負担が大きいため

家庭系・事業系の区分に手間がかかるため

市町村が収集してくれるため

その他

無回答

（％）

 
 

問 11 １週間あたりのごみ排出量はおおよそどのくらいですか？４５リットルのごみ袋に換算して、そ

の個数でお答えください。（○は 1 つ） 

 「それ（7 袋）以上」が 31％と最も多い反面、「ほとんど出ない」を加えた「1 袋未満」も約 20％を占め

る。 

 業種別では、「2 袋以下」は農林漁業、金融・保険・不動産業、建設業で高く、「それ（7 袋）以上」は

製造業で高くなっている。 

 規模別に見ると、従業員数が多くなるほどごみの排出量も増え、従業員数が 100 人以上の事業所

では「それ（7 袋）以上」が約 67％となっている。一方、従業員数が 10 人未満の事業所では「2 袋以

下」が約 72％を占める。 

 ごみ処理方法別では、「ごみ集積所に排出」の場合は「2 袋以下」が約 75％を占め、「業者委託」の

場合は「それ（7 袋）以上」が約 52％を占める。また、ごみの排出量が多くなるほど業者委託で処理す

る傾向が見られる。 
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新聞やマスコミ

業界情報
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その他

無回答

（％）

 

問 18 今後の具体的なごみ減量やリサイクルの取り組みを検討するうえでぜひ欲しいと思う情報はあ

りますか。（○は３つまで） 

 「成功事例・失敗事例」が約 39％、「処理業者・資源回収業者情報」が約 37％、「県・市町村の環境

関連事業」が 36％、「法律等の規制情報」が約 27％となっている。 

 規模別に見ると、従業員数が多くなるほど、いずれの情報についても「欲しい」とする割合が増える。

逆に、「特になし」は従業員数が少なくなるほどその割合が増える傾向にある。 

図表 III-32 ごみ減量・リサイクルに必要な情報（複数回答） 

選択肢 件数 割合(%)
1 処理業者・資源回収業者情報 386 37.2
2 法律等の規制情報 276 26.6
3 県・市町村の環境関連事業 374 36.0
4 国や県等の動向 162 15.6
5 成功事例・失敗事例 409 39.4
6 その他 12 1.2
7 特になし 142 13.7

無回答 117 11.3  
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(3) 自由記入 

１ 発生・排出抑制等 
● スーパー、コンビニ等かなりの量を廃棄していると聞きます。こうした大手流通業へのコスト負担、又、メー

カー側への料金化をしなければ、川下側では限界がある。(四日市市/不動産業) 

● プラスチックの皿やスチロールの受け皿等、不必要な物が多く、カサ上げの見栄えのよいものが多過ぎ、

商品より先に包装に手がかかりすぎるからゴミが多くなると思う。(伊勢市/食品製造業) 

● 飲料系などのゴミが、めだってゴミ化して気になります。購入時に料金に加え、不用になったら、返金する

システムはどうでしょうか。業者も売れば、後は、ノータッチではどうかと!! 当社もハンガー代を一時お預

かりし、返却時に返金するシステムをとっております（ハンガーは洗浄後、リサイクルで使用しております）。

個人の道徳心を、早くから家庭、学校等で指導することも必要でしょう。(伊勢市/サービス業) 

● 小さな駄菓子屋でダンボールは子ども会へ出し自販機の缶等は業者が処理しておりごみとして出すもの

はありません。(津市/-) 

● 商品包装の簡素化。商品配送の合理化。(津市/食品製造業) 

● 少しでもゴミが減るより、入荷する商品の包装を簡素化するなど対処すべき点が多々あります。(津市/小

売業) 

● 事務書類に無駄が大変多くみられます。（広告、事務書類の案内文、封筒、FAX、広告等。）(尾鷲市/小

売業) 

● 書道教室をしていますが墨液の空容器を減らすため中身の墨液を古い容器につめ替えたりする工夫や

添削済みの半紙の再利用等でゴミを少なくしています。ごみゼロ社会にするためには子供達の教育に力

を入れてほしいと思います。これからの時代は子供たちの意識によって大きく変れるような気がします。

(伊勢市/教育・学習支援) 

● あまり段ボールの中に無駄なつめものをしたり、新しい段ボールを使わないこと、お古で何度でも使用し

て送ったり、送られたりするといいと思います。(四日市市/小売業) 

● できるだけ、リサイクルするためにゴミの分別が必要。分別したゴミの回収システムができていないように

思う。(久居市/運輸業) 

● ＩＳＯ14001 を将来的には取得してこの中で取り組んでいきたい。分別→リサイクルの認識と実施が更に

急務では。(明和町/その他製造業) 

● 会社で出る紙をシュレッダーにかけることなく、印刷面を白紙に戻して、再利用できるインクの開発ができ

たらいいと思います。(松阪市/サービス業) 

● 事業系一般廃棄物を家庭用廃棄物と一緒に市の方で回収して頂きたい。(桑名市/食品製造業) 

● 市町村も中小企業のゴミを有料でいいから回収してほしい。回収業者は業者によって料金がちがいすぎ

る。現状ではどの業者がいいのか判断がつきにくい。(菰野町/その他製造業) 

● 事業体としてごみゼロ社会に挑戦中です。一般廃棄物の削減に数年間取組んでいるが、分別の徹底化

によりリサイクル率が向上しゼロエミッション達成ができましたが更なる改善には壁にあたっている。(松阪

市/電気・ガス・熱供給・水道業) 

● 近年、得意先にてグリーン調達、環境問題が言われる様になり、対応に追われています。産廃、一般廃

棄物の区別がむずかしく困っているのが正直なところです。何か良い方法があれば教えて下さい。(伊賀

市/その他製造業) 

● 処理業者の問題：重量、容量とまちまちである。どちらか一方に統一できないか。市は重量、業者は有利
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な方を選択している。(鈴鹿市/その他製造業) 

● 処理業者がちゃんと分別してリサイクルしてくれているのかが心配。(久居市/-) 

● 最終廃棄業者がいつになっても問題をおこしている現状を知る時、排出事業所までの関連で問題解決

をしていかないと根本的解決にならない。環境・経済・健康（安全）がすべて善循環する技術とシステムを

つくらないとごみゼロ社会は構築できない。新しい技術とシステムの開発に真剣に取り組んで欲しい。(津

市/農林漁業) 

● 努力はしているのですが、いいアイデアがうかびません。成功例など教えていただければありがたいです。

(津市/医療・福祉) 

● 市町村の処理場での項目毎のリサイクル内容及びおおよそのリサイクル率をホームページで見れるよう

にしていただきたい。(津市/電気・ガス・熱供給・水道業) 

● リサイクル化を進めていくため、業者情報やリサイクル化の案などの情報があればご提供いただけると大

変ありがたく思います。(菰野町/その他製造業) 

● ごみの処理にかかる費用、処分場の現状等をもう少し判り易く大きく取上げていく必要があるのではない

か。(伊勢市/その他製造業) 

● 小さな事業所に対する処理方法等のアドバイス規定等ハッキリ情報が欲しいと思います！(嬉野町/サー

ビス業) 

● これからも成功事例等情報お願いします。(四日市市/金融・保険業) 
 

２ 意識・モラル等 
● 同じ職場の人でも、過去の経験などから、一人一人における環境美化意識が異なるので、そのあたりの

改善から進めないと、ごみゼロ社会なんて作れないと思います。(勢和村/公務) 

● 最初はごみ箱が無くなったり、分別のごみ箱が設置され大変とまどいがありましたがなれてきますとゴミを

ゼロにする楽しみができ事務所でも家庭でも環境のために努力するようになってきました。(松阪市/サー

ビス業) 

● 事業所でも家庭でも男性がもっとゴミについて考え理解し協力しないとごみゼロ社会はむつかしいと思う。

男性の中にはタバコのすいがらや空缶はゴミと認識していない人がいるようだ。（道路へのポィ捨てがそ

の理由）『自分ひとりくらいは』という考えの人が多すぎる。！！(伊勢市/その他製造業) 

● 廃棄物処理業者に依頼する程、廃棄物は多く出ないので心配していないが特定化学物質等の問題が

気になる。社員のモラルの問題だが家庭では可燃物やプラスチック分別ができているが会社に来ると、

“誰かがやってくれるだろう”という気持ちが働いてきっちりやれていないのが実状です。ごみゼロ社会は

なかなか難しい。(桑名市/その他製造業) 

● 入院患者様へのお見舞いに見える方の飲食物のゴミの持ち込みや退院患者様の退院時における一般

ゴミ等の処理が多大なるもので行政当局よりの今後の指導等についてもよろしくお願いしたい。(松阪市/

医療・福祉) 

● 一般市民に対する意識づけがさらに大切。（病院での事業系ゴミは減量しつつあるものの、患者や見舞

客など外部の人たちが排出するゴミが多い。(亀山市/医療・福祉) 

● ごみゼロ社会をつくることには賛成であるが、具体的に行政としてどのように取り組みをしているのか判ら

ない。基本的には排出元が処理するとは思いますが分別した廃棄物の再生事業者の紹介等を考えてほ

しい。(四日市市/その他製造業) 

● 購入する段階で長く使用できるものを選ぶ。茶等は水筒持参するようにする。(久居市/その他) 
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● 各事業所において社員等のゴミ意識の強化減量及社内は云うに及ばず地域の美化に関心を持つ様育

成教育が必要と思う。(三雲町/その他) 

● 行政だけに任せず各事業所あるいは各個人が増え続けるゴミを身近な問題として考え、これからの社会

生活の中で環境破壊が重大な影響をもたらすことを意識しながらゴミの減量化に取り組みたい。(津市/宿

泊業) 

● 本社で ISO14001 を取得しており、本件テーマについては、よく認識している。社員にも周知を図ってい

る。(川越町/サービス業) 

● 閉店後に無断で分別なしの生ゴミ、缶その他のゴミの投棄で大変困っています。(四日市市/小売業) 

● 当テナントのゴミ集積所には飲食店も入っており、そこから出る生ゴミに悩まされています。いつも私の会

社の社員が後片付けをしています。生ゴミをよく出す事業所、店舗に対する指導をしてほしい。(松阪市/

サービス業) 

● 事業所、駐車場内に家庭ゴミ、又は処理代有のゴミを捨てていく市民がいて、非常に困っている。どうす

ればいいものか？すべての費用は事業所持ち、自社で努力しても全体が努力してくれないとごみゼロは

ならない。（捨てられた物、タイヤ自転車、バッテリー、乾電池、包丁等）(桑名市/小売業) 

● 他人が我家へむちゃむちゃに捨ててくので私が缶は缶ペットはラベルとふたをわけて中は水できれいに

洗って出しています。(四日市市/小売業) 

● 美しい清楚な仕事場は楽しい職場環境になる。(四日市市/建設業) 

● 当社も、エコステージ（環境経営評価システム）の認証取得に取り組みはじめております。このシステムを

活用して、事業活動にも結びつけていきたいと意気込んでいます。ごみを減らしていくことも、利益をいか

に上げるかについても、アイデアをいかに出していくかによると考えます。(東員町/その他製造業) 

● ごみゼロ社会をつくるには、まず、官公庁等が率先して取り組むべきと思います。また、ごみゼロに取り組

んでいる企業には、何らかの税制面での優遇措置があってもよいのでは、と思います。(津市/金融・保険

業) 
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2. 事業系ごみ組成調査 

(1) 調査の概要 

ア 調査の目的 

「ごみゼロ社会実現プラン」の策定に当たって、将来あるべき「ごみゼロ社会」の姿や実現に向けた具体

的な施策を検討する際の基礎資料とするため、事業所から排出されるごみの組成等について調査した。 

イ 調査対象 

業種等を考慮して県内に所在する 2,550 件の事業所を無作為抽出し調査対象とした。 

ウ 調査方法 

郵送によりアンケート調査票を発送、回収し、得られた数値を集計、解析することで行った。 
本調査結果は、事業所アンケート原票の問 11～問 13 を集計、分析することによって得たものである。 

エ 調査期間 

平成 16 年 11 月 12 日に調査票を発送し、11 月 30 日を投函期限として回収した。 
投函期限直後に督促を行い、12 月 27 日到着分までを有効回答に含めた。 

オ 回収状況 

回収状況は次のとおりである。 
● 有効発送数： 2,444 件 （発送数：2,550 件－宛先不明等による返却数：106 件） 
● 有効回収数： 1,039 件 
● 有効回収率： 42.5％ 
 
業種ごとに見た調査票の回収状況は次のとおりである。 

業種 発送数 回収数 単純回収率
農林漁業 80 46 57.5%
建設業 200 79 39.5%
製造業 600 259 43.2%
電気・ガス・熱供給・水道業 80 30 37.5%
運輸・情報通信業 150 53 35.3%
卸売・小売業，飲食店 600 123 20.5%
金融・保険・不動産業 160 67 41.9%
サービス業 600 264 44.0%
その他 80 54 -
無回答 - 64 -
合計 2,550 1,039 40.7%  
※ 「単純回収率」は、業種別に見た発送数に対する回収数の割合 

※ 「サービス業」は、宿泊業、医療、福祉、教育、学習支援業を含む。 

※ 「その他」は、公務を含む。「発送数」は、公務のみ 
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(2) 調査結果 

ア ごみとしての排出量 

(ア) 業種別ごみ排出量 

図表 III-38 業種別 1 社 1 日当たりごみ排出量（容積） 

（リットル/件・日）
全体 農林漁業 建設業 製造業 電気・ガス・

熱供給・

水道業

運輸・情報

通信業

卸売・小売

業、飲食店

金融・保険・

不動産業
サービス

業

その他

厨芥類等 15.0 5.0 4.0 15.0 4.0 14.0 29.0 5.0 20.0 7.0
紙類 45.0 34.0 14.0 70.0 41.0 40.0 33.0 42.0 43.0 22.0
繊維類 2.0 1.0 0.0 6.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0
プラスチック類 12.0 4.0 7.0 20.0 8.0 13.0 12.0 3.0 12.0 5.0
金属類 2.0 1.0 1.0 2.0 1.0 3.0 4.0 1.0 4.0 1.0
びん類 1.0 1.0 0.0 1.0 0.0 1.0 2.0 0.0 2.0 0.0
その他 5.0 0.0 3.0 13.0 0.0 3.0 3.0 0.0 5.0 0.0
合計 82.0 46.0 29.0 127.0 54.0 74.0 83.0 51.0 87.0 35.0  

82.0

46.0

29.0

127.0
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全体

農林漁業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・

水道業

運輸・情報通信業

卸売・小売業、飲食店

金融・保険・不動産業

サービス業

その他

（リットル/件・日）  
※ 「サービス業」は宿泊業、医療、福祉、教育、学習支援業を含む。「その他」は公務を含む。以下同様 
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図表 III-39 業種別 1 社 1 日当たりごみ排出量（重量） 

（kg/件・日）
全体 農林漁業 建設業 製造業 電気・ガス・

熱供給・

水道業

運輸・情報

通信業

卸売・小売

業、飲食店

金融・保険・

不動産業
サービス

業

その他

厨芥類等 2.1 0.7 0.5 2.0 0.7 1.9 4.3 0.7 2.9 0.9
紙類 5.3 4.1 1.7 7.6 5.4 4.9 3.7 6.3 5.2 2.8
繊維類 0.3 0.2 0.1 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0
プラスチック類 0.8 0.3 0.4 1.4 0.5 0.8 0.7 0.2 0.8 0.3
金属類 0.2 0.1 0.1 0.2 0.1 0.3 0.4 0.1 0.4 0.1
びん類 0.4 0.2 0.1 0.4 0.1 0.2 0.6 0.1 0.6 0.1
その他 0.5 0.0 0.3 1.3 0.0 0.3 0.3 0.0 0.5 0.0
合計 9.6 5.6 3.2 13.8 6.8 8.4 10.0 7.4 10.6 4.2  

9.6

5.6

3.2

13.8

6.8

8.4

10.0

7.4

10.6
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0 5 10 15 20

全体

農林漁業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・

水道業

運輸・情報通信業

卸売・小売業、飲食店

金融・保険・不動産業

サービス業

その他

（kg/件・日）  

(イ) 従業員規模別ごみ排出量 

図表 III-40 従業員規模別 1 社 1 日当たりごみ排出量（容積） 

（リットル/件・日）
全体 1～9人 10～29人 30～99人 100人以上

厨芥類等 15.0 4.0 8.0 22.0 30.0
紙類 45.0 6.0 18.0 47.0 119.0
繊維類 2.0 0.0 0.0 2.0 6.0
プラスチック類 12.0 1.0 5.0 17.0 30.0
金属類 2.0 1.0 2.0 4.0 4.0
びん類 1.0 0.0 1.0 2.0 2.0
その他 5.0 1.0 2.0 10.0 11.0
合計 82.0 13.0 36.0 104.0 202.0  
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図表 III-41 従業員規模別 1 社 1 日当たりごみ排出量（重量） 

（kg/件・日）
全体 1～9人 10～29人 30～99人 100人以上

厨芥類等 2.1 0.5 1.2 3.2 4.3
紙類 5.3 0.8 2.5 5.5 13.7
繊維類 0.3 0.0 0.0 0.3 0.9
プラスチック類 0.8 0.1 0.3 1.1 2.0
金属類 0.2 0.1 0.2 0.4 0.4
びん類 0.4 0.1 0.3 0.5 0.7
その他 0.5 0.1 0.2 1.0 1.1
合計 9.6 1.7 4.7 12.0 23.1  
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ウ 資源としての排出量 

図表 III-52 業種別資源排出量（重量） 

（kg/件・日）
全体 農林漁業 建設業 製造業 電気・ガス・

熱供給・

水道業

運輸・情報

通信業

卸売・小売

業、飲食店

金融・保険・

不動産業
サービス

業

その他

厨芥類等 2.0 4.0 1.0 1.2 0.8 0.6 3.3 0.3 2.7 0.5
紙類 6.5 2.9 3.7 9.0 4.4 3.9 5.6 7.4 4.7 2.9
繊維類 0.3 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 0.1 0.0 0.2 0.1
プラスチック類 1.2 0.9 2.1 1.4 0.4 0.5 0.7 0.3 0.8 0.9
金属類 0.9 0.2 0.5 1.0 0.6 1.3 0.7 0.2 1.0 1.0
びん類 0.5 0.2 0.3 0.3 0.4 1.5 0.5 0.1 0.8 0.3
合計 11.4 8.2 7.6 13.4 6.6 7.8 10.9 8.3 10.2 5.7  
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6.6
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サービス業

その他

（kg/件・日）  

図表 III-53 従業員規模別資源排出量（重量） 

（kg/件・日）
全体 1～9人 10～29人 30～99人 100人以上

厨芥類等 2.0 0.8 0.9 1.9 3.6
紙類 6.5 1.0 3.4 5.8 13.4
繊維類 0.3 0.1 0.0 0.2 0.5
プラスチック類 1.2 0.6 0.5 1.0 1.9
金属類 0.9 0.3 0.5 1.6 1.2
びん類 0.5 0.2 0.5 0.7 0.8
合計 11.4 3.0 5.8 11.2 21.4  
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エ 全県拡大推計 

(ア) 拡大推計方法 

上記で推計した業種別 1 件（1 社）1 日当たり排出量に県全体の業種別事業所数（平成 13 年事業所・

企業統計調査）を乗じ、全県で 1 日当たりに排出されるごみ量を推計した。 
 

(イ) 県全体のごみ量 

図表 III-56 県全体のごみ排出量（容積） 

（キロリットル/日）
全体 農林漁業 建設業 製造業 電気・ガス・

熱供給・

水道業

運輸・情報

通信業

卸売・小売

業、飲食店

金融・保険・

不動産業
サービス

業

その他

事業所数 78,099 263 8,672 4,514 183 2,427 33,288 4,008 23,654 1,090
厨芥類等 1,605 1 35 68 1 34 965 20 473 8
紙類 2,859 9 121 316 8 97 1,099 168 1,017 24
繊維類 51 0 0 27 0 0 0 0 24 0
プラスチック類 885 1 61 90 1 32 399 12 284 5
金属類 258 0 9 9 0 7 133 4 95 1
びん類 121 0 0 5 0 2 67 0 47 0
その他 310 0 26 59 0 7 100 0 118 0
合計 6,089 11 252 574 10 179 2,763 204 2,058 38

排出比率（％） 100.0 0.2 4.1 9.4 0.2 2.9 45.4 3.4 33.8 0.6  

図表 III-57 県全体のごみ排出量（重量） 

（ｔ/日）
全体 農林漁業 建設業 製造業 電気・ガス・

熱供給・

水道業

運輸・情報

通信業

卸売・小売

業、飲食店

金融・保険・

不動産業
サービス

業

その他

事業所数 78,099 263 8,672 4,514 183 2,427 33,288 4,008 23,654 1,090
厨芥類等 234 0 4 9 0 5 143 3 69 1
紙類 337 1 15 34 1 12 123 25 123 3
繊維類 10 0 1 4 0 0 0 0 5 0
プラスチック類 54 0 3 6 0 2 23 1 19 0
金属類 25 0 1 1 0 1 13 0 9 0
びん類 37 0 1 2 0 0 20 0 14 0
その他 32 0 3 6 0 1 10 0 12 0
合計 729 1 28 62 1 21 332 29 251 4

排出比率（％） 100.0 0.1 3.8 8.5 0.1 2.9 45.5 4.0 34.4 0.7  
 
 




















